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杉江遺跡周辺航空写真 (南西より琵琶湖を望む)



し が

守山市西部域を幾度となく襲った水害を解消するために新

守山川改修工事が計画され、昭和59年度より発掘調査に入り

ました。この調査により、現在のわたくしたちと同様に、密

接に『びわ湖』と関わりながら生活していたであろう、糸嘔文

時代から中世にいたる人々の営みの痕跡を見い出すことがで

きました。

今回は、近年注目を浴びております中世集落跡である杉江

遺跡について報告するものであり、この報告書により、広 く

埋蔵文化財に関する理解と文化財愛護普及の一助にしたいと

存じます。

最後になりましたが、発掘調査の円滑な実施にご理解、ご

協力いただきました地元関係者ならびに関係諸機関に対し、

深 く感謝申し上げます。

日召不日61年 3月

滋賀県教育委員会

教育長 南 光雄

きは



例   言
1.本書は、新守山川改修工事に伴う杉江遺跡の発掘調査概要で、昭和59・ 60年度に

発掘調査し、昭和60年度に整理したものである。

2.本調査は、滋賀県土木部河口課からの委頼により、滋賀県教育委員会を調査主体

とし、(財 )滋賀県文化財保護協会を調査機関として実施した。

3.本書で使用した方位は磁針方位に基づき、高さについては東京湾の平均海面を基

準としている。

4.本事業の事務局は次のとおりである。

滋賀県教育委員会

文化財保護課長    市原 浩
文化財保護課長補佐  松浦 光彦  (昭 和59年度 )

″      中正 輝彦   (昭 和60年度 )
埋蔵文化財係長    丸山 竜平   (昭和59年度 )
″       林 博通   (昭 和60年度 )

埋蔵文化財係主査   近藤 滋   (昭 和59年度 )
″  技師   木戸 寿雅   (昭和59年度 )

管理係主事      小谷 清   (昭 和59年度 )
″        山本 徳樹   (昭和60年度 )

(財 )滋賀県文化財保護協会

理事長        南 光雄
事務局長       江波 弥太郎
調査課長       林 博通   (昭 和59年度 )
埋蔵文化財課長    近藤 滋   (昭 和60年度・調査一係長兼務 )
調査一係技師     小竹森 直子
嘱託調査員      岩間 信幸  (昭 和59年度 )
総務課長       山下 弘   (昭 和60年度 )
総務課主事      松本 暢弘
″        立入 裕子   (昭 和60年度 )

総務課嘱託      上田 美笑子  (昭和59年度 )

5。 発掘調査にあたっては、地元杉江町・山賀町の方々ならびに調査補助員として参

加した学生諸氏の協力を得た。記して感謝します。

6.本書の執筆は、小竹森が行なった。

7.出土遺物や写真・図版については、滋賀県教育委員会で保管している。
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第 1章 調査の経過と調査方法

守山市大 F弓町から杉江町・山賀町を抜けて琵琶湖に至る新守山川改修工事の計画流

路内には周知の遺跡が含まれており、昭和58年度に試掘調査を行ない、昭和59年度よ

り発掘調査に入った。今回報告する調査は、湖岸から約800m上 流のNo 8か ら主要地

方道彦根近江八幡大津線 (浜街道)ま での区間における河川内掘削工事に先立ち、昭

和59年度、昭和60年度に実施したものである。

調査区間は、昭和59年度力洲o8～ No 9の 50m x loOm、 昭和60年度がNo 9～浜街道

の50m x165 mである。試掘調査の結果により当区間内のほぼ全域に遺構面が存在す

ることが判明しているため、下流側から順次、面的に精査を進めた。各遺構面直上ま

ではバックホーによって掘削を行ない、遺構検出ならびに掘り込みは、人力により行

なった。上層遺構面調査後には、部分的に計画深度である4mを 限度として深掘・断

割 りを行ない、下層遺構の有無の確認・土層難積状況の観察を行なった。

現地調査は、昭和59年 4月 2日 ～昭和60年 3月 30日 ならびに昭和60年 4月 25日 ～昭

和61年 3月 29日 の約 2年間を要し、昭和60年度には、整理作業も同時に行い、現在も

続行中である。

第 2章 地理的環境・歴史的環境

杉江遺跡の所在する守山市杉江町・山賀町は、湖東平野の南西端にあり、市域の北

西方に開ける琵琶湖と密接に関連する位置にある。当追跡は従来より、中世集落とし

て知られている。この章では杉江遺跡を含む守山市の地理的歴史的環境を概観する。

御在所山を水源とする野洲川は、栗東町伊勢落付近から平野部に出て、そこから大

量の流出土砂により三角洲を形成しながら、湖岸に達する。現在野洲川は南北 2流と

なっているが、かつては他に 2条の主流旧河道が存在し、それ以外にも中小の分流が

網状に流れ、微高地を形成していったと推定される。 2本の旧河道のうち、守山市中

心部から金ヶ森・欲賀・森川原・山賀を抜けて、草津市芦浦
。下物に至る流路は、草

津市との境界をなす境川の前身である。境川は現在川幅約 3m程度の小河川であるが

かつては100m程度の川幅であったようである。したがってその両岸の自然堤防は極め

て発達しており、杉江町もその上に立地している。また、杉江町・山賀町付近を流れ

-1-



ている守山川・山賀川は、旧河道であった境川の支流として形成されたものと推定さ

れる。

守山市域では、紀文時代の遺物・遺跡が最古である。遺物が少量出土するにすぎな

いが、吉身北遺跡・播磨田東遺跡・古高遺跡・服部遺跡が当該期の遺跡である。近年

増加している湖底 。湖岸遺跡の調査によると、赤野井湾遺跡で紀文時代早期の遺物包

含層が検出されている。

弥生時代に入ると、生産経済の基盤となる水稲農耕に適した沖積地に遺跡の分布が

認められる。境川 。守山川沿には、赤FT/井遺跡・赤野井浜遺跡・寺中遺跡、野洲川沿

には、前期末の水田l■が検出された服部遺跡が所在する。これらは、野洲川・主流旧

河道をはじめとする中小河川によって形成された微高地上に立地し、それらの後背湿

地や低湿地を水田として利用していたと考えられる。

弥生時代中期以後、人々の水田開発の努力は農業技術の向上と共に、より高燥な土

地を求め、遺跡の分布に広がりを持つようになる。水田開発のための治水事業は、複

数の集団・集落で共同で行なわれると同時に、土地・水利に関して集団間の確執が生

じ、その結果、集団間に優劣関係をも生じさせる。一方、集団内においても個人への富。

権力の集中が弥生時代後期にかけて増大し、内部矛盾が蓄積されていった。水田址 と

ともに、3∞基以上の方形周濤墓や、弥生時代中期～古墳時代前期の竪穴住居から成る

服部遺跡は、当該時期の製点的集落であったと推定される。

古墳時代の集落としては、竪穴住居群からなる吉身北遺跡・吉身南遺跡等があり、

掘立柱建物で構成されると想定されるものに森川原遺跡がある。市内に所在する古墳

には、野洲町内にあるような前期の古墳はなく、概して後期に属するものが多い。

白鳳期の瓦を出土する遺跡がいくつかあり、この時期には、かなりの寺院が建立さ

れていたと想定される。山賀町の北東約 l kmに は、南北 。東西地割りを持ち、大養部

の旧地として大和朝廷の直轄地と推定されている赤野井遺跡がある。

中世の遺跡は現在の集落と重複するものが多いために調査例が少ないが、横江遺跡。

杉江遺跡においてその姿を現わしつつある。また、仏教色の強まる鎌倉時代には一向

宗が強く、蓮如にまつわるものが多く、中世集落の存亡との関連性に興味が持たれる。

全国的に見ると、近江自体が交通の要所に位置しており、その中にある守山も、東

山道や北陸道への分岐点として、また近世においては東海道草津宿から中山道最初の
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1.杉江遺跡
2.山 賀遺跡

3.小津浜遺跡
4.赤野井湾遺跡

5。 弘前遺跡

6.赤野井浜遺跡

7.観音寺遺跡
8.寺中遺跡

9.布施野城遺跡
10,赤野井遺跡

11.狐塚遺跡

12.石田遺跡

13.石田三宅遺跡

14.杉江北遺跡

15。 小津神社遺跡

16.杉江東遺跡

17.昌寿院遺跡

18.仁願寺遺跡

19.正楽寺遺跡

20。 山賀西遺跡

21.森ナII原追跡

22.欲賀遺跡

23.三宅〕ヒ遺跡

24.金 ヶ森西遺跡

25.中島遺跡

26.欲賀城遺跡

27.欲賀寺遺跡

28.冬塚古墳

29.欲賀南遺跡

30。 薬師堂遺跡

31.三宅城遺跡

32.横江遺跡

33.大門遺跡

34.金 ヶ森城遺跡

35.金 ヶ森遺跡

36.古高遺跡

第 1図 遺跡位置図

-3-



宿場として栄えており、古代より軍事的・交通上重要な地であった。

第 3章 調査結果の概要

昭和59年度調査地区、昭和60年度調査地区は、それぞれほぼ中央にある水路により

2分され、No 8～ Nα 8+60mを A区、No 8+60m～ No 9を B区、No 9～No 9+60mを

C区、No 9+60m～浜街道をD区 とする。

第 1節 層 序

各調査地区の調査以前の状況は、A区全域ならびにB～D区の南半が水田、北半が

畑地として利用されていた。

耕土・畑上下には、一部床土が見られるところもあるが、遺物包含層である茶褐色

上が堆積している。この遺物包含層下に、責灰褐色系の砂質土・粘質砂土が30Cm～ 60

Cm堆積しており、 2～ 3面の遺構面を形成している。この黄灰褐色系の砂質土・粘質

砂土は、水田面より約80Cm高い畑地部分で厚く、徐々に南東に下降する。この下80Cm

～150Cnは 、灰色系粘土・砂層が互層に堆積し、より下層は砂利層となっており、基本

的に遺物・遺構は存在しない。

＝
‐十
一
浜

街
，
道
此

,.1!Ⅲ
→」と堂」とと

‐!!::!:!!!:!!:†

|!!li!|li!liii!|

第 2図 調査区配置図
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第 2節 遺構
1.昭和59年度調査地区

A区では、古代 。中世の遺構面 3面が調査区北半に広がり、特にNo.8～No.8+40m

において、掘立柱建物・礎石建物・井戸 。濤・土壊墓を検出した。南半では、数十年

前に埋め立てられた蛇行する旧河道を検出している。B区では、畑地下の調査区北側

約%に おいて 2面の遺構面を確認 した。 2面 目の遺構面では、約30cm～ 70clnの比高差

を持つ低位部と高台部とに堀状遺構により区分されている。各遺構面には、柱穴・濤

・土羨等を検出した。南半では、やはり蛇行する旧河道が検出された。

・A区第 1遺構面

―掘立桂建物―

3方向程度の主軸方向を異にする掘立柱建物を数棟検出した。このうちSB―■01

,SB-1102・ SB―■03は、同一方向の建物群となるものである。SB-1101は 、

主軸方向をN-9°一Eと し、 2間× 3間の規模である。柱穴は一辺35cm～ 40cm、 深さ

20cm程度で、隅九方形の平面形である。SB―■02は、小型の 2間× 3間の建物である。

SB―■03は、一部分を検出したのみであるが、SB―■01と ほぼ同規模の建物であ

ると想定される。

SB-1106は、 1間× 3間以上の細長い建物であるが、庇部分に相当する可能性も

ある。柱穴は、一辺約25cm、 深さ15cmで 、平面形は方形である。

SB―■071よ、 2間× 2間の総柱建物であり、柱穴は、一辺約40cm、 深さ10cm～ 20

Cmの方形である。これは、主軸方向が同じであるSB―■08に伴 う倉庫と想定される。

一礎石建物一

SB-1108は、 2間× 2間の礎石建物である。軒の柱穴間には、補助柱の小型の柱

穴が認められる。礎石を持つ柱穴は一辺約60cm、 深さ約20～ 30cmで あり、 1辺40cm程

度の平石が礎石として用いられている。主軸方向は、N-3ぜ―Eで、SB-1107と 同

一である。

各建物の柱穴内からは時期の決め手となる遺物は少量しか出土していないが、おお

むね鎌倉時代～室町時代に属するものと考えられる。

一清一

やや不定形なSD-1101は、幅が約 6mあ り、溝の以西と以東を区分している。幅

-7-



約80cm、 深さ約30cmの SD-1102・ 1103は、SB―■08の主軸と方向が同じであり、

同時期の濤であろう。これらとほぼ直行するSD-1105は、幅約30cm、 深さ約30cmで

あり、No.8～No.8+20mの部分では埋土上層に焼けた壁土が混在している。

SD-1114は 、幅約2.2m、深さ約70cmであり、暗灰色系粘土の埋土には、植物遺体

・貝殻層が含まれている。SD―■14よ り上流～No。 8+60mに は遺構が無く、この堀

状遺構が区画の機能を持つていたことが想定される。

一井戸―

SE―■01は、本来、より下層の追構に伴 う井戸であるが、上部が採土のため削平

されており第 1遺構面で検出された。素掘りの掘り方に、袴り抜きの井戸枠が用いら

れている。

SE-11021よ、井戸枠を抜き取って廃棄されたものであり、遺物はほとんど無い。

―■暗

SK-1102は、本棺が遺存する土壊墓である。土渡は、長軸径が■6cm、 短軸径が67

Cmの楕円形であり、103.5cm× 29cm、 厚さ2 cmの木棺底板のみが完全に残存 し、部分的

十
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第 4図  AttS K-1102平 面図・断面図 。出土土器実測図
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に蓋材 。側板が、認められる。粘土質に変質した側板
・蓋板が断面観察により確認さ

れたが釘は認められず、組合せ式の木棺であると想定される。供
献土器として、北端

隅に 2個の黒色土器が口縁を合わせた状態で検出された。 (第 4図
1・ 2)

。A区第 2遺構面

―掘立柱建物一

後述するSD-1202よ りNo.8側 において、柱穴を多数検出した。
SB-1201は、主

軸方向をN-4♂―Eと し、 2聞× 3間の規模である。柱床は、一辺約35cmの 隅
丸方形

である。SB-1202の主軸方向はN-7堅―Wで あり、 2問× 3間の規模である。柱穴

は、径が約35cmであり、平面形は円形である。これら
の他にも数棟認められる。

―

SD-1202は、幅約 lm、 深さ約10cmの L字状に屈曲する濤であり、SD―■14と

同様に建物群を囲む区画の機能を持っていると考えられ
る。 2本が繋がつてL字状の

湊になつているSD-1204と SD-1205は、掘立柱建物の周囲を回る雨落ち濤であ
る。

一上墳一

SK-1102と ほぼ同規模のSK-1201・ 1202,1203は、比較的浅 く遺物も含まな
い

が、土壊墓の可含留陛もある。

・B区第 1遺構面

‐柱穴群一

径が約30cm～ 50cmの 円形・隅丸方形の柱穴が検出され
たが、調査区外に広がるため

これらの柱穴によつて構成される掘立柱建物
の方向・規模は不明である。No.8+60m

～No.8+80mの部分は他の追構面とは土質が異なっており、一度整地を行なっ
た後に

遺構が掘り込まれている。

十

SD-2101は、幅 2m以上、深さ1.2m以上の大濤であり、L字状に屈曲している。

濤内からは、多量の上器が出土している。この大濤に囲ま
れて調査区外の畑地部分に

追構が集中するものと想定される。

・B区第 2遺構面

― 口台部一

No.8+80m～ No.9の畑地下の部分において、低位部と約60cmの比高差を持
つ高台部
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の一部が検出された。高台部の周囲には、現行の水路とほぼ同位置に掘状遺構である

SD-2201が あり、これによつて低位部と区画されている。これは、隣接する旧河道

から水を引き込んだものと想定される。高台部では、検出部分が狭ぃため、建物等の

内容は不明である。

一低位部一

柱穴・濤・土羨等を検出したが、検出部分が狭ぃため内容は不明である。

南半部分の旧河道内からは、植物遺体と共に10世紀代～14世紀代の遺物が出土して

おり、集落存続時期に河川として機能してぃたものと想定される。

2.昭和60年度調査地区

C区・D区の両調査地区では、 2面の中世遺構面を検出した。北半の畑地下部分の

C区ではB区の高台部の続きを、D区ではそれとは別の高台部が認められた。高台部

の周囲には堀状遺構があり、低位部と区分されている。遺構は両部分に検出され、掘

立柱建物・柵列・井戸・溝・土羨等で構成されている。

・C区第 1遺構面

一掘立柱建物一

高台部は、その縁辺の幅約 5mを検出したに過ぎないため、建物の内容は不明であ

る。

低位部においては、 2棟の総柱の倉庫を検出した。SB-3101は、 2問× 2間であり、

一辺約30cmの 隅丸方形の柱穴で構成されている。SD-3104を 換んで北東狽1には、同

一主軸方向のSB-3102が ある。 2間 × 2間の規模はほば同 じであるが、柱穴は一

辺約80cmの 方形であり、SB-3101よ り随分と大きい。直径約20cmの柱が使用されて

いる。

一柵列一

高台部上に一辺約20cmの柱穴が直線的に密集する部分があり (SA-3101・ 3102)、

建物を囲む柵列になると考えられるが、重複が著しい。

十

SD-3101は 、B区のSD-2101と 一連の堀状遺構であり、No.9+60m付 近で高台

部に沿 って畑地に伸びるものとD区 に伸びるものとに分岐している。SD-3101に直

行するSD-3102は深さ約10cmと 比較的浅いが、幅が約 6mあ り、これより上流側に
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は遺構は認められない。調査区南隅の旧河道内からは、B区 と同様の遺物が出上して

いる。

・C区第 2遺構面

一掘立桂建物一

高台部・低位部共に掘立柱建物が検出された。低位部のSB-3201は 、 1間× 2間

であり、主軸方向はN-40生 Eと なる。柱穴は、直径約40omの 円形のものである。方

向を同じくしてNo.9側 に柵列SA-3201を伴 つている。

高台部上のものは一部分のみが検出されているに過ぎないが、SB-3202(3間×)

SB-3204(2間×)、 主軸方向を異にしてSB-3203(4間× 2間～)がある。後二

者は、直径約30cmの 円形の柱穴であるが、SB-3202の柱穴は、一辺約50cmの方形の

ものである。

一彬 U一

SB-3201に伴 うSA-3201は、直径約15cmの柱穴で構成されている。柱穴間は約

90cmであり、直径約 6 cmの柱根が遺存している。

・D区第 1遺構面

―掘立柱建物一

掘立柱建物は、畑地下部分の高台部上に集中している。SB-4101と SB-4103、

SB-4102と SB-4105は、それぞれ主軸方向を同じくする掘立柱建物である。SB

-4101(3間 ×)の柱穴は、一辺約35cmの 隅九方形のものであるが、他の建物の柱穴

は、直径30｀40cmの 円形のものである。

十

不定形の自然落ち込み以外の溝は残 りが良く、深さが20cm～ 30cmあ る。幅約1.4m、

深さ80cm～90cmの SD-4102は、高台部の建物群を三分している。SD-4114は、井

戸SE-4101に伴 うものである。

SD-4151は、幅約2.5m、深さ約1.5mの堀泳遺構であるが、この濤によって高台部

が終息するのか否かは、昭和60年度調査区外であるため不明である。

一井戸―

掘 り方上面が方形を呈する井戸SE-4101は、井戸枠を除去 した後に廃絶 されたも

のであり、遺物等は含まない。2.4m× 3m、 深さ約90cmの SK-4107も井戸の可能性
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がある。

一土塔一

平面形が長桔円 。隅丸長方形の上壊が、調査区南半の低位部を中心に多数検出され

た。他の遺構と比べると深さがlocm程度で浅く、遺物もほとんど含まないため用途を

推定するのは困難であるが、SK-4102,4103・ 4105。 410凱よ、土墳墓であると考え

られる。前三者は、長軸径150cm～ 180cm、 短軸径70cm～ 90cmで ほぼ同規模の土渡であ

る。

・D区第 2遺構面

第 2遺構面に関しては未整理であるため、検討を加えていないが、高台部 とNo,10+

lo m～浜街道の低位部に遺構が認められる。両部分ともに、掘立柱建物 。井戸・濤等

が検出された。

No.10+20m～ 浜街道の小範囲ではあるが、古墳時代初頭の土器を持つ遺構が検出さ

れた。

第3節 遺 物
土器類としては、中世の日常雑器である土師質土器皿・黒色土器椀を主体として、

須恵器 。国産陶磁器・輸入陶磁器・瓦質土器・瓦等が出土した。木製品としては、堀

状遺構から建材 。板材・箸等の食器類・下駄等が出土してぃる。この他に少量ではあ

るが、砥石・石鍋・温石等の石製品も出土してぃる。

土器類は、磨減の著 しい小片が大半である。また、包含層・自然落ち込み・濤以外

の遺構から出土するものが少なく、図示可能なものが少ないため、参回は、比較的残

りの良い遺物の 1部を掲載する。

第 6図 1～ 6・ 図版13-7は 、A区のSD―■05下層から出土した土器である。 1

～ 5は、土師質土器の小皿 と大皿で、ぃずれも国縁端部にタール状の物質が薄 く付着

している。 6は、信楽の大甕である。 7は、龍泉窯系の青磁碗であり、口縁外面に雷

文体部に蓮弁文を持つものである。

8～ 16は、A ttS D―■14か ら出土してぃる。 8～■は、抱烙である。 4点共に体

部外面はヘラケズリ痕が著 しく、内面はハケ調整により平滑に仕上げられている。12

。13は、瓦質の羽釜である。12は日縁端・外面に凹線文を持ち、体部外面はヘラケズ

リ、内面は丁寧な横方向のハケで調整されている。13も 口縁外面に凹線文を持ち、内
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外共にナデ調整により平滑に仕上げられている。14は天目茶碗、15は信楽のこね鉢で

ある。16は常滑の大甕であり、折返 し口縁が幅広で偏平なものである。

第 7図 17～29は、B ttS D-2101か ら出土した土器である。17～26は、土師質土器

の小皿 。大皿である。やや時期幅があるが、17の形態のものは稀少である。27は土師

質の羽釜、28は瓦質の鉢であるが、磨減が著 しく調整は不明である。29は、黒色土器

の碗である。

30・ 31,32,33。 34,35～ 37,38～43は、A区第 1遺構面の柱穴内から出土したも

のである。黒色土器の椀を見ると、近江型とされるラセン暗文を持つ以前のもの (31

・43)か ら、近江型黒色土器の終末のもの (32・ 33)ま での時期差が認められる。

図版 8の 44・ 45は、D ttS D-4115か ら出上した瓦質土器である。44は、国縁内面

～体部外面を丁寧に磨いて仕上げている。45は鍋であり、内面に段を持つものである。

体部外面～口縁内面はナデ、体部内面は横方向のヘラミガキで仕上げられている。

46・ 47は、D ttS D-4113下 層から出土した土器である。46は、コツヂ伏の瓦質土

器であるが、用途は不明である。外面は縦方向のヘラミガキ、内面下半はヘラケズリ

が行なられている。47は、信楽のこね鉢であり、内面は使用により磨減しきつてぃる。

48～ 53は、D ttS K-4101か ら出土してぃる。49～ 51の黒色土器椀は、口径・高台

径がやや小さく、高台の作りも雑になつている。52・ 53は、煮沸用の土師器の甕であ

り外面にはススが厚く付着している。

54・ 55は、D区の自然落ち込みから出土した滑石製の石鍋である。

56・ 57は、D区の同一柱穴内から出土しており、56は小型の黒色土器椀、57は菊花

文のスタンプ文を持つ瓦質の人舎である。磨減が著 しいため調整は不明である。

58～ 60は、D区の自然落ち込みから出土した信楽・常滑の大甕である。

青磁・白磁類 (図版 10・ ■)では、碗・皿・香炉が出土してぃる。いずれも全容の

判明するものは稀少であるが、県内での出土例が少ない同安窯系の青磁椀が出土して

いる。 (図版 11・ 上)

これらの他に少量ではあるが、灰釉・山茶椀・古瀬戸等の常滑以外の東海地方産の

土器、また東播系の須恵器 (す り鉢)も 見受けられる。

第4章 まとめ
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A ttSD l108

(1～ 5S=1/3)

AttSD l■ 4

＼＼＼こ進≦」1日「D"″″
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第 6図 出土遺物実測図(1)
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第 7図 出土遺物実演1図 (2)
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出土遺物実測図(31
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D区包合層
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D区 2面 Pit内出土

翌 56

D区落ち込み

0      5

第 9図  出上遺物実測図14)
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杉江追跡を貫 く長さ約240m、幅約30mの調査区内のほぼ全域において、中世の集落

跡を主とする多くの遺構が検出された。ここでは、遺跡全体の構成を概観 し、まとめ

にかえたい。

中世以前の遺構は、弥生時代後期末～古墳時代初頭 に属するD区東端の溝だけで

あるが、包含層や旧河道内からは、受口状口縁甕形土器や 8世紀代前後の須恵器が

出土することから、近辺に当該期の遺構が存在するようである。

調査区のほぼ全域に広がる中世の遺構面は、基本的には 2層であるが、部分的に整

地を行ない 3層 となるところもある。この 2層 には、鎌倉時代後半～室町時代前半に

属する建物群が検出されている。この建物群は大きく3群に分かれ、各々に区画溝が

巡つている。 A区では区画内外での高低差はないが、 B～ D区の 2群では自然地

形の高低差を利用し、かつ河川から水を引いたと想定される堀状遺構によって高台部

と低位部との区別が認められる。この区分は、下層である第 2遺構面では顕著である

が、上層の第 1遺構面においては、B区では低位部が整地 されて高低差がなくなり、

D区 においても、堀状遺構が不明瞭な落ち込み状を呈するに過ぎなくなっている。

建物群内の構成 Iよ、部分的であり不完全ではあるが、大型の 2間 × 3間程度の掘立

柱建物または礎石建物 1棟、 2間× 3間程度の掘立柱建物数棟、 2間 × 2間の総柱の

倉庫 1～ 2棟を基本とし、井戸 。土装墓・土壊・溝等が具わると想定される。これは

低位部からなるA区の一群と、高台部と低位部からなるB～D区 2群に共通している。

ただし、A区では、これらが区画濤内に存在するのに対して、B oC区の一群では、

区画の堀状遺構夕帥 1の低位部にも倉庫・掘立柱建物が存在する。またD区では、堀状遺

構内の高台部に建物群が集中するが、低位部に土壊群を附随する点が異なっている。

出土遺物を見ると、その大部分である日常雑器類の土師器・黒色土器
。国産陶磁器

類は同質であるが、青・白磁類・瓦質土器火舎類がA区では稀少であるのに対して、

高台部を囲むB～D区の堀状遺構内からは、比較的まとまって出土しており、差異が

認められる。

区画濤を持つ中世と集落は、同じ守山市内の横江遺跡をはじめとして全国的に事例が

増加し、杉江追跡もその 1つ と言える。当遺跡は、河川を扶んでほぼ同時
期の集落跡

である山賀遺跡と隣接 しており、両者間の構造的差異の比較検討
が行なわれることに

よって、琵琶湖と密接な関係にあつた一農村の姿がより鮮明に浮き上
がるであろう。
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C区北半第 1遺構面低位部SB-3102(南 より)
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C区南半第 1遺構面低位部 (南東より)



図
版
７

解
　
機ゝ艤饉甲

峰 |工●
II奪
ギ

D区南半第 1遺構面低位部 (西より)

轟饉議遠工竜玉灘

D区南半第 1遺構面SK-4102(北西より)
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D区北半第 1遺構面 (西より)
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D区南半古墳時代遺構面 (西より)
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D区北半第 2遺構面 (西より)

D区北半第 2遺構面 (東より)
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A区出土青・臼磁類

同上 (内面)
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C区第 1包 層出土青磁碗

A区第 1遺構面SD-1105出 土青磁碗
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A ttS E-1101出 土土器

(131         (141

(1)～(7)土師器、(8)～住1顔恵器、住D～(1→土錘、団尻器椀

(151
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(6-1) (6-2) (6-3) (6-4)

(6-6)

(4-1)

A区、SK-1102出 土土器

(7)

A区、SD-1105出 土土器

(4-2)
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A ttS D-1114出 土土器
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(7--18) (7-20) (7-21)

(7-25)

BttS D-2101出 土土器

(9-56)
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DttS D-4113出 土瓦類

(9--59) (9-58)

D区自然落ち込み出土土器

(9-60)
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DttS K-4101出土土器

DttS D-4113出土瓦質土器

A区整地層出土瓦質土器
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住駅19白磁、住0青磁  側天 目D区堀状遺構  出土土器 1 (1)～住o土師器、住D～住0黒色土器、は→～住0瀬戸、
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D区堀状遺構  出土土器 2(1)～ (3羽釜、(4)(5)瓦質鍋

D区堀状違構  出土土器 3 瓦質火舎類
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